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2005 年  12 月  01 日  

熊野の旅 眺望 9 

 前にも出てきましたが、熊野と尾鷲の境には矢ノ川峠と言う標高 808ｍの峠があり

ます。この高い峠が熊野と尾鷲を隔てていましたから同じ紀州藩にありながら海伝い

の漁師以外は意外と交流がなかったのです。ここに道路が通ったのも昭和になってか

らです。そしてこの峠を通らずに「大又トンネル」「矢ノ川トンネル」の長い二本の

トンネルで標高を半分に下げたのが昭和 45 年（1970）ごろです。今では全線通行

と言うわけには行かず、尾鷲側からだけ登れます。それと言うのも尾鷲のテレビ・電

話・行政無線なども中継所がこの山頂にあるからです。 
 このように中継所がある場所と言うのはアマチュア無線家にとってはありがたい

場所なのです。マイクロウェーブが届くと言うことは障害物がなく見通しが利くとい

うことです。アマチュア無線でも超短波帯になると障害物が越えられないからです。

そんな訳で私はここにも良く登りました。長年サボっていましたが一昨年の正月には

ここに登って雪の残る山頂でコンテストに参加しました。下界と違い夏でも夜中には

上着なしではいられないところですから冬場は昼間でも大変なところです。無線でも

やるのでなければ一人で冬場に上って行くところではないですね。景色はすばらしく

良いです。熊野のほうと違い見える海岸線はリアス式で空気が澄んでいれば富士山も

見えます。年に何回かと言う幸運に恵まれればですがね。 

 

これは熊野無線クラブが熱心だった頃矢ノ川峠での「ＪＣＣサービス」の時の写真で

す。  

by je2luz | 2005-12-01 12:21 



2005 年  12 月  02 日  

熊野の旅 今年は不漁か？ 
 熊野の名産品のサンマの丸干しとサンマ寿司は随分有名になりました。マスコミが

そこそこ取り上げてくれたこと、各地の物産展で宣伝を続けたこと、ネットの時代に

なり色んな人が名所や名物の検索で目にしたこと、熊野古道が世界遺産指定されて世

間の目がこちらを向いたこと…色んなことがあるでしょう。この名産は紀伊半島一を

誇る『遊木漁港』（ゆき）に脂気のないサンマが水揚げされてこそのものです。日本

全国、サンマの産地は多いですがこの周辺のものしかこれに適さないのです。生食す

ると『これがサンマか』と言うほど『パサパサでまずい』物です。病人食のようなも

のですが、これだから丸のままで干せるし、酢で絞めて姿寿司が作れるのです。ギン

ギラギンに脂があったのでは、塩をして干しても乾きません。何日干してもぶよぶよ

しておいしくありません。寿司も、酢が効かないので日持ちがしません。こんなサン

マしか獲れないからこそ工夫しておいしく食べるようにしたのでしょう。 
 今年は各地でサンマの豊漁が伝えられましたが、ここではシーズン入りのときに少

し揚ったようですが、最近は少し不漁気味です。サンマ寿司も丸干しも新物で作るの

に苦労しているようです。冷凍技術が進歩しているので冷凍物で間に合わせられます

が、これも地元にあるものしか使えませんから限られます。脂の乗った北海道物は使

えませんからね。 
 少し獲れすぎると、生食に向かない…おいしくない…と安値になり、はまちの餌用

になってしまうのに…サンマの群れと言うのは大群ですからうんと獲れるか全く獲

れないかの様な感じです。 
 これから正月のお寿司用に脂のないほっそりしたサンマがこの沖に来てくれるか

どうか…昔ほど家庭ではサンマ寿司を作らなくなったとはいえ、矢張り熊野のお正月

には「さんまの寿司」がつき物です。 

by je2luz | 2005-12-02 11:39 | 熊野 



2005 年  12 月  03 日  

熊野の旅 自然と人力 
 以前に触れましたように、ここ熊野から吉野に掛けては、戦後の復興期に原動力に

なる電気を作るために河川をずたずたにして沢山のダムを作りました。その結果、急

流『熊野川』が紀伊山地を削り取って押し出してきた大量の砂利が来なくなりました。 
 潮流の早い熊野灘に面した入り江でもないここに、20Km におよぶ弓なりの砂利浜

を形成できたのは、この多雨地帯の熊野川が際限なく砂利を流下してくれたからです。

それが事実上人間の欲のために止められてしまったのですから、自然はそれに対する

しっぺ返しをしてきています。急速な浜の減少です。 
 これを止める…遅らせる唯一つの方法が、水の中に堤防を築き、砂利が深みに落ち

るのを防ぎながら高波も防ぐと言う『潜堤』と言うものです。十数年前の台湾坊主に

よる国道の陥没と言う災害の後で『運輸省』にお願いして水槽実験…実施にこぎつけ

た工事が毎年ほんの少しずつ行われています。 

 
 海の上で見るとこの作業用台船は飛んで渡れそうに見えても 100ｍほど離れてい

ます。熊野の海は山がそのまま海に落ち込んで、目の前が日本海溝というところです

から、波打ち際以外は背が立たない海です。こんなに近くでも水深が 10ｍ以上に達

します。したがって、人間が作って運ぶものを積み上げても全然盛り上がってきませ

ん。おまけにしたが砂利の斜面ですから大量に積み上げてしまわないとすぐに流され

てしまいます。地上では何トンもあるコンクリートブロックも水中ではパスカルさん

が言うように軽いものですからね。 

 
 ここの海は今のシーズンは水溜りのように静かな時期です。この時期しかこの作業

が出来ないので冬場だけ、そして、海に中の仕事はめちゃ高い土木工事なので予算の

関係でほんの少しずつ毎年やっています。 
 工事区間はわずか 700ｍほどですが何年掛かるやら・・・いまは基礎部分の一部を



並べている段階です。効果が出るほどのものは築けて居ない段階です。海面下 2ｍま

で積み上げなくては高波を抑える効果はありません。 
 ダムを作るのは大工事と言っても簡単なものです。そして自然をずたずたにするの

は簡単です。しかし、牙をむいた自然をなだめるのは至難の業です。 

 
 アスワンハイダムでアフリカ他陸内部の気候を激変させ砂漠化した人類が今度は

中国の真ん中で三峡ダムを完成させました。熊野川の比ではない大河をせき止める影

響は想像出来ない位のものが出そうですね。南米でもイグアスの滝の流れをせき止め

た南米一のダムを見ましたが、川をせき止めていると言うだけで不気味なものでした。 
 人間の欲というものは、自分たちを育ててくれる自然をも破壊します。 
 神々の里とは言いながら神々の住まいの熊野の山を破壊した付けはどこまで続く

のは想像も出来ません。     by je2luz | 2005-12-03 12:29 

 

 

 

2005 年  12 月  04 日  

熊野の旅 熊野の味覚？？？サンマのすき焼き 
 最近はこれをする人はほとんど居ないでしょうが、昔は『サンマのすき焼き』なる

ものをこの地方ではやっていました。肉が貴重品であったからでしょうね。 
 名前のとおり『サンマ』を使った『すき焼き』です。サンマ鍋ではありません。に

おいがきつい魚ですから普通の鍋にするより、関西風のすき焼きのように甘辛く味を

付け、ねぎをたくさん入れることでおいしく？ごまかしたものかと思われます。最近

では、グルメだとか珍味だとか言って高い値段で出す料理屋があるとかいいますが、

これは昔の肉が買えない庶民の料理です。茶粥などもかなり上品な料理として出され

るようですから無理も無いですね。 
 かなり魚好きでないとおいしいとか又食べたいなどと思わない程度のものです。作

り方は簡単です。頭を取りはらわたを抜いたサンマを3ｃｍくらいのぶつ切りにして、

ねぎ、白菜などと甘辛く関西風すき焼き式に煮込むのです。なるべく水を差さないの

がおいしくするコツです。豆腐・白滝など具は好みで入れます。関東風の水浸しの鍋

にしては生臭味が出ると思います。骨は簡単に外れますが骨入れを用意してください。 
 これも、あまり脂の無いあっさりした熊野沖のサンマが適しているのだと思います。

鍋の表面を脂が覆うようではくせがあるかもしれません。生食で？？？と言う小ぶり

のサンマが手に入ったときに試すのもいいかと思います。ただし、あくまでも、お肉

の買えない庶民のささやかな鍋料理だったことを頭に入れて置いてください。飽食の

時代の人の口に合うかどうか分かりません。 

 
                     by je2luz | 2005-12-04 13:53 



2005 年  12 月  05 日  

熊野の旅 季節風 
 熊野地方ではっきりした季節風は冬場の北や西北からの風ですね。 
 暖冬だと言われていた今年も今日は木枯らし一番でしょうか西北の風が吹き荒れ

ています。 
 北風と言っても、ここ紀伊半島では福井あたりから岐阜に掛けての日本の背骨のよ

うな山を越え、更には高さこそさほど無いとはいえ 1000ｍ級の山々の連なる紀伊山

地を乗り越えてくる風ですから、日本海側で雪を降らせた風もここまで来る間に水分

が無くなって空っ風になっています。 
 気温はさすがに北からの空気が来ますから下がってきます。窓の外に貼り付けた

100 均の温度計はちょうど 10 度くらいです。この辺で真昼にこの気温ですと寒い方

に入りますね。 

 
 我が家の二階から見た熊野灘も写真では分かりにくいですが、色が冬らしく黒くな

り、表面は風波で一面に真っ白です。 
 日本海でこんな風波が立てば海岸にも大きな波が打ち寄せますが、紀伊半島南端で

は風の起こす波は水を沖へ沖へ押し出すものです。だから、一面真っ白な風波が立っ

ていても波打ち際は信じられないほど波が少ないのです。風向きが変わればいきなり

海岸に向かってきます。まあ、冬の風が反対に向きを変えることはまずありませんね。

だから、「季節風」なのですね。 
 波打ち際の波が小さくても船にとっては大荒れの海です。船を沖へ沖へ押し流す風

です。今のエンジン付きの船なら簡単に岸に帰れますが、昔の手漕ぎの時代はこんな

日に漁に出ると命の保証が無かったのでしょうね。このあたりでは、こんな季節風が

吹く日はまれですから、ほとんどの旅行者はべた凪のまさに『太・平・洋』を見て帰

られるものと思います。 



 古道歩きは山間ですから風があっても雪や雨が無ければ大丈夫です。ただ、中辺路

みちは雪も掛かるときがあります。まして、大台山系は冬には近づけません。  
by je2luz | 2005-12-05 13:44 

 

 

 

 

2005 年  12 月  06 日  

熊野の旅 熊野の冬支度 
 今ではすっかりなくなってしまった『冬支度』があります。 
 これは熊野だけではなく全国にあったもので、今では趣味でやっている人以外には

めっきり減ってしまったものです。 
 それは、冬のための薪集めと柴集めです。この辺では囲炉裏と言うものを家の真ん

中に構えることは少なかったのですが、それでも冬はかまどでお湯を沸かし続けるこ

とが多かったのです。『ぶんぶく茶釜』に出てくる茶釜が『おくどさん』にかかって

白い湯気を吐き出していたものです。 
 こうして火をたき続けるには薪もたくさん要ります。そして火をつけるときには

『焚付け』と言われる物が必ず要ります。新聞紙などと言うものは貴重品でした。昭

和 20 年代ですと新聞を取っている家は 1/3 位でした。もちろんチラシなんてありま

せん。そのために、『焚付け』は良く燃える物を集めました。大豆の収穫後の茎の部

分などは最高でした。稲のわらは牛の餌をはじめ使い道が多く焚付けなどには出来ま

せんでした。 
 そこで活躍したのがこのあたりで一番たくさんあるもの、『杉柴』です。伐採した

山からは枝は薪に葉っぱは焚付けにと集落中の人が採ってゆきました。近くに伐採す

る山が無いときは、杉山に入り自然に落ちた杉の小枝と先に付いた葉の部分を集めて

いました。 
 残しておけば腐って肥料になるのですが、伐採あとの枝の数は膨大で、次の植林の

邪魔になります。昭和 30 年代ごろまでは上に書いた様に皆が持って帰るので山があ

らかた片付いたものです。40 年代くらいからは全部『山あらけ』と言われる作業で

固めて積み上げなくてはならなくなりました。 
 なぜ『杉柴』で『桧柴』でないかというと、桧の方が脂があり生の葉っぱでもバチ

バチと音を立てて燃えるのですが、乾いて茶色くなり焚付けになる頃にはウロコ状の

葉っぱがパラパラと離れて細い枝だけ残り、ごみだらけになるのです。その点、杉は

乾ききっても棘棘の葉っぱはそのまま残りますから『焚付け』に最適なのです。 
 この杉柴を積み上げてあるのも見なくなりました。 



 
 この景色は、古道歩きのお休み処の『紀南ツアーデザインセンター』でいつでも見

られます。しかし、杉柴の山はやっぱり見られません。 
by je2luz | 2005-12-06 13:02 

 

 

 

 

 

 

2005 年  12 月  07 日  

熊野の旅 冬の大又川 
 いつも書きますように、ここ南国熊野でも海岸線から一山越えた大又川沿いはまっ

たく気候の違うところです。標高は 300ｍほどしかないのですが海との間に一番低い

ところで 400ｍ、ほとんどのところは 700ｍ位の山並みがあるので、海からの暖か

い風が流入しないので冬にはものすごく冷え込むのです。毎晩、零下まで下がります。 
 水源は日本一の多雨地帯の矢ノ川峠ですが、太平洋側ですから冬にはほとんど雨が

降りません。冬はものすごい渇水状態になります。水が涸れるという事は無いのです

が、やせ細って小川状態になってひどいときは小さな用水並の水量になります。 
 こんなときに寒波が襲うと大又川はほとんど凍結状態になります。かなり寒くても

流れている川は凍らないものですが流れが無くなると本流まで凍り始めます。最近は

温暖化で水溜りでもなかなかそこまで凍らなくなっていますが、川のほうは山林の荒

廃が進み、保水力の低下で渇水期の水量はどんどん減っています。寒い冬が戻ってき

たら本当に凍結するかもしれません。 



 
 
                   by je2luz | 2005-12-07 12:26 

 

 

 

 

2005 年  12 月  08 日  

熊野の旅 民間信仰・山の神 
 この地方は古くから山働きの多い地方でした。その関係でしょうか、山の神がいた

るところに祀られています。山間部に行くと集落ごとにあります。 
 祀ってあると言っても大層なものではなく、小さな祠があるだけです。大体におい

て小さな崖の下とか大きな岩の根元とかに祀られています。そして、小さな鳥居が目

印です。 
 山ノ神は神無月に四方万ノ神が出雲に集まっても地元に残るそうで、世に言う奥様

の別称にも使われる神様です。したがって祭りは留守番の時期に行われたようです。

地域によって月のずれが出てしまっていますが、１１月１２月１月になっても７日と

いうものが多かったようです。そして普通の神様とは違うので祭りに神主が出てくる

こともありません。集落集落で好きなように執り行っています。農繁期の娯楽でした。 
 この山の神と言う民間信仰は『山の神』＝『女』＝『男好き』…と言う発想からで

しょうか、男性器を象ったものを供えてあります。これも地元の器用な人が暇なとき

に彫った物で上手なものや下手なものまで色々あります。 
 こうした民間信仰も徐々に廃れて行っているようです。昔は山間部の住民すべてが

山にかかわっていました。山持ち、山働きでなくとも、山から水を引き山から薪をも

らっていました。山が荒れては生活が成り立たなかったのです。今では自宅の裏が山



でも一見その恩恵には与っていないような生活になっています。それが、山離れにな

っているのでしょうね。子供が川で遊ばなくなり風呂の水なども川から運ばなくなっ

て川を汚していったことと一部相通じるものでしょうね。 
 山の神のご馳走には『ぼた餅』があります。これも昔は男が作ったものだそうです。

女が手を出すと山の神が怒るとか・・・ 

 
       松本峠 赤外写真           by je2luz | 2005-12-08 11:37 

 

 

 

 

2005 年  12 月  09 日  

熊野の旅 熊野の祭り 育生・どぶろく祭り 
 近年は法律が変わって地ビールなどの醸造が盛んに行われていますが、以前はアル

コールの醸造は認可された酒造メーカー以外ご法度でした。一般に作ってよいのは甘

酒だけでした。同じように米麹で作っても発酵を進めて『どぶろく』にすると違法と

して摘発されました。これは酒税という国にとっては大切な財源を確保するために厳

しく取り締まったようです。同じように『タバコ』も栽培がばれたらしょっ引かれる

ものです。 
 この『どぶろく』の醸造には特例があり、伝統的行事に欠かせないものは認可をも

らって作っても良いと言うことです。全国でもあちこちにこの特例を受けたところが

あるようですが、このあたりでは熊野市育生町の「大森神社」がこれを認められてい

ます。たしか二月かと思いますが新米から醸造された『どぶろく』を神様に供えるお

祭りがあります。 



 この育生町は海岸線から一山越えた山間部にありあまり足場の良いところではあ

りません。夏は涼しいですが冬場は冷え込みの厳しいところです。山間の静かな集落

です。典型的な過疎の山村ともいえます。 
 この寒村にも『どぶろく祭り』の時にはたくさんの人が集まるようです。参拝すれ

ば『どぶろく』の振舞い酒にありつけるようです。足りない分は『清酒』が一杯ある

ようです。酒飲みにはたまらないお祭りでしょうね。ただし、帰りの道はどの道をた

どろうと千尋の谷か底知れぬダム湖かが待っています。運転される方は飲まない方か

… 
 ここの写真はありませんからすぐ上流の神川町の『七色峡』の写真です。 

 
 

by je2luz | 2005-12-09 12:15 

 

 

 

 

2005 年  12 月  10 日  

熊野の旅 初日の出と花の窟 
 あと三週間で今年も終わりです。 
 お正月といえば初詣です。この近くにはさほど有名な神社も無く、よそからの初詣

客が押し寄せるというところはありません。和歌山県側に入ると『速玉大社』『那智

山』など観光初詣の多いところもあります。 



 どうせ紀州まで初詣に来るなら、明け方までに熊野に入り、日本最古の神社の『花

の窟神社』で初詣をされてはいかがですか？大晦日除夜の鐘と同時に１０８発の花火

が上がります。寒空の澄み切った空に上がる花火も透き通った光を放つので夏の花火

には無い美しさがありますよ。 
 花の窟神社は神社といっても社殿の拝殿も無い神社です。当然社務所らしいものも

ありません。結構大勢の参拝者がありますがよその神社に比べれば大したことありま

せん。駐車場は道路駐車になりますがパトカーが巡回するだけで捕まることはありま

せん。 
 年越し花火からだと７時間ほど間が開きますが、ここ熊野市の獅子岩・花の窟周辺

は初日の出を拝む絶好のポイントとして結構有名になってきています。 
 真正面の太平洋から初日が昇ります。海に光の筋を引きながら昇る初日が獅子岩や

花の窟の岩肌をオレンジ色に染め上げます。ほんの５分ほどの間に白い冬の太陽の色

になり景色も普段のものに戻りますが、この時間はすばらしいものです。 
 元旦はかなり後とですが大晦日も二日の日も無人の状態です。矢張り、『初日の出』

というこだわりもあるでしょうが、写真でも撮られる方は一日ずらすとか天候に合わ

せる方が良いかもしれません。まったく水平線に雲の無い日、快晴なのに水平線にだ

け薄く雲のある日、雲が結構あるが切れ目があり底から太陽が顔をのぞかせる日、そ

れぞれ太陽の色が変わり違う光景になります。ただ、太陽が正面過ぎて前景に獅子岩

を入れるに適さないのが残念です。二三ヶ月ずらすと獅子岩と日の出と海を入れられ

ます。 

 
 
by je2luz | 2005-12-10 13:17 


